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1 ．は じめに

　色名 に 関 す る基 準 と して は 日本で は JIS
Z 　 8102 　 「物体色の 色名」 が規定 されて い

るが 、 これ を対象 とした研 究は行 われて い な い と

思 われ る 。 さらに 、こ の JIS が 手本 と した 「The

ISCC −NBS 　Method 　of 　Designating　Colors　and 　a

Dictionary　of 　Color　Names 」 とJIS との 関係 を

研 究 した論文 は 見当た らない
。

こ の 両色名体 系は

JIS で は 系統色名 （ISCC −NBS で は Method 　of

Designating　Colors 以下色呼称方法 と呼ぶ） と

慣用色名 （ISCC−NBS で は Color　 Names ）か ら

構成 され 、前者 は色名をカ ラーオ
ーダシ ス テ ム と

見 な して 、色空 間上 に系統 的に色名 を割 り振るシ

ス テ ム で ある 。 各色 名の 表記で ある ト
ー

ン （JI

S で は明度 お よび 彩度 に関す る修飾語 で トー ン

との 名称 は使用 し て ない が 、
一
般的に トーン との

名称が 理解 しやすい の で こ の 報告 で は トー ン と

の 言葉 を使用す る）が マ ン セ ル 表色系 との 対応 が

とれ て い る e も う
一

つ の 慣 用色名 は 、JIS で は

各慣 用色名 が代 表的 な色記 号 と し て マ ン セ ル 表

色系の 色相、明度 、彩度が表記 されて い る。
．・
方、

ISCC −NBS の 色 呼称 方法 で は、トーン に相当する

表記 が 色相ま で 含ん だ 、例え 1：
’
　VIVID 　RED の よ

うな表記 に各色名 が分類 され て い る 。 今 圃 の 報告

は 慣用 色名 の 特徴 を マ ン セ ル 色相 の 観 点か ら考

察す る もの で あ る。

2 、 JlS の
「
潰用色名 の解析

　 JIS の 物体色 の 色 名で は慣 用色名 を色名 1

（日本古来の 色名）が 147 語、と色名 2 （海外

の 色名 で比 較的 臼本で使われ る色名 で、ほぼ TS

CC − NBS に 記載 されて い る）が ユ 22 語記載

されて い る 。 各色名 は代表 的な色記号 と して マ ン

セ ル 表色系の 色相 、明度、彩度が 規定 され て い る

の で 、各色名に表示 され た マ ン セ ル 色相 を使用 し

て 解析を行 う。 各色名 に記載 され た色相を マ ン セ

ル の 基本 10 色相に振 り分けて
、 各基本色相に含

まれ る色名 の 数を数える c 色相 R に数 えられ た色

名 は色名 1 で は 30 （色名 ユ全体語数 に対す る比

率は O ． 2 ］）、色名 2 で は 24 （比 率 0 ． 21 ）

で 最も多 く、
一一

番 少ない 色相は BG で は色 名 1で

4 （0 ．03 ）、色名 2 で 3 （0 ，03 ）で ある 。

各基本色相で の 語数の 変 化 を示 した の が 図 1 で

ある。全 体的な傾向は色名 ／ と色名 2 で 同 じ傾向

で R か らY で の 色名が多く 、
BG で 最 も少 ない こ

とが分か る。

3 ， 工 SCC − NBS の 色名の解析

ISCC − NBS の JIS の 慣 用色 名に相当す

る aDictlonary 　 of 　Color　Names で は 12659

語 の 色名 が 、ど こか ら採録 されたか が 明記 され 、

VIVID 　 PINK か らBLACK まで の 2

67 の 色相 と ト
ー

ン の 区分毎 に各色名が 記載さ

れ て い る。こ の 解析 は JIS ほ ど容易で は ない 。

それは JIs で は各色名 が
一

つ の マ ン セ ル 表示

が され て い る が、 ISCC − NBS で は 、 各色相

と ト
ー

ン 区分は マ ン セ ル 色相 と対応 は して い る

が、VIVD 　PINK が 9RP 〜 4R の よ うに 、

今回 の解析 に使用 した 基本 10 色相の 隣接色相

や、VIVID 　 YELLOWISH 　 PINK

の 4R 〜 2YR の よ うに複数 の 色相に跨 っ て い

る場合 があるか らで あ る 。 そ の 為 、 今回 の 解析で

は基本 10 色相の
一

っ の 色相に範囲が限 られて

い る色相 と ト
ーン 区分 だけ を対象 とする 。 さらに 、

各区分の マ ン セ ル 色相 の 幅が 異なる の で 、マ ン セ

ル 色相全体を 100 として 、その 各 区分 の マ ン セ

ル 色相 の 幅 （基本色相に 限る の で 最大 10 ） で 、

そ の 区分に入る色名の 語数を割 っ た相対語数 に

変換 し て解析 を行 う。
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　 JIS の 解杤の 図 ／ に 相 当す る もの を作成す

る た めに 、 基本 1 色相 内に入 る色 相 と ト
ー

ン 区 分

で の 相対語数の 平均値 を使用 して 、 各基木 10 色

相 毎の 語数 とす る。そ の結 果が図 2 て あ る 。 IS

CC − NBS で は Y の 語 数が最も多か っ た が 、B

G か 少 ない こ とや全 体 の 傾 向 は JIS と似て い

る 。

4 　 BG で の色名の 少な さの 原因 を求め て

　色 相 BG て 色名 か少 ない 原因 を探 るた めに 、　 J
IS の 色名 1て 、各色名か何に 由来 した名前 て あ

る か を調 べ る 。 由来を、動物 （鴇色）、植物 ・染

料 （桜色）、 鉱物 ・顔料 （弁柄色）、色彩語 （赤）、

もの の 色 （水色）、そ の 他 （中黄）に分類する と、
一

番 多い の は植物 ・染料か 43 ％、次に 色彩語か

31 ％で ある 。
こ の こ とか ら、 色 名の 数 は 自然界

に ある植物 の 色 に影響 され て い る こ とか 予想 さ

れ る。こ の 予想 を裏付 けるため に、 日本 色彩研 究

所 て 側定 した葉 の 色 28 種類 91 点、花 の 色 13
9 点の 側色値 との 対応 を 見る。

測定は 日立製分 光測色機て 反射率 を測定 し、慓準
イ ル ミナ ン トC 、 2 度視野等色閏数で 三 刺傲値 に

変換 し、
CIE1976LSa ＊ b　

fP
表色系 の メ ト

リソ ク ク ロ マ 、色相角に変 換す る 。 図 3 は縦軸に

メ トリ ソ ク ク ロ マ 、横軸 に色相角を と り、花 （丸）、

葉 （四角 ）の 側色値 をプ ロ ソ トした もの て あ る 。

色相角 180 近傍 に は花 と葉の 色が なく、こ の 色

相角は マ ン セ ル 色相 BG に 相当す る。

　色名 は人類 か H 然界に 存存す る もの を識別 し、

それ を伝 達す るた め に 作 られ て きた と考 え られ

る の て 、 色 名の 数 も 自然界 に存在する物 に依存 し

て決ま っ た と考 えて もそれ ほ ど不 思議て は ない 。

5　カテ ゴ リカル カラ
ーネー

ミ ン グ法 を色 の 見え

　　に使用する際 に注意するこ と

　最近 色 の 見 えの 測 定 に カ テ コ リカ ル カ ラ
ー
ネ

ー
ミ ン グ法か 良く利用 されて い る。こ の 方伝 は色

名 の 分析 を 目的 と した ハ
ー

リ ン と ケ イ の 基本 色

彩語を使用 した方 法て ある の で 、今回 の 慣用 色名

の 解析て 分 か っ た よ うに、色名 の 特徴を反映 し て

い る 。それ は BG の 色 か少 ない こ と、さらに GY 、
PB の 色相 を表す基本色彩語が 無い こ とて ある

こ れで 色 の 見 えを評価する と、偏 りか て る結果 に

な る の て
、

こ の 点は注意す る必 要がある 。
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図 1　 色相毎の 語数 （JIS ）

幾
図 2　色相毎の 相対語数 （ISCC − NBS ）
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　　 図 3　 花及 ひ 葉色 の 分布
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